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家庭学習で実力をアップしよう 

②練習する 

①勉強したことをまとめる 

 問題を解いて力をつける 

①授業の復習・問題演習・予習 

②反復学習（繰り返し練習） 

③発展、探究的な学習 

→授業をふりかえったり、問題を解いて力を確かめたり、 

予習をしたりしましょう。 

→計算、漢字、英単語など、何度も書いて覚えましょう。 

→疑問点やもっと詳しく知りたいことを調べましょう。 

家庭学習ノート例と重要ポイント 

①授業の復習・問題演習・予習 

③いろいろと調べる 

め
あ
て
を
書
き
ま
し
ょ
う
。 

授業で学んだことをもう一度 

まとめたり、予習したりしましょう。 

まとめ→整理→問題演習 

をセットで取り組んでみましょう。 

色ペンやアンダ

ーラインも大事 

大切なことは 

強調しましょう。 

注意点やポイントを自分の

言葉でメモしましょう。 

図や絵を使って

分かりやすく。 

色ペンやライン 

吹き出しで 

分かりやすく。 

〈中学生用〉 

今
日
の
学
習
メ
ニ
ュ
ー
を 

決
め
ま
し
ょ
う
。 

〇取り組む内容（学習メニュー）を決めて、ノートに学習のめあてを書きましょう。 
〇学習が終わったら、学習をふりかえっての感想を書きましょう。 

学
習
の
ふ
り
か
え
り
を 

書
き
ま
し
ょ
う
。 

「家庭学習のすすめ」ダイジェスト版 



 

②反復学習（繰り返し練習） 

 ① 見やすくまとめましょう。 

ノートを工夫してまとめると、振り返ったとき 

に分かりやすいですよ。 

 ポイント 

・日付と教科書のページ番号などを書く。  

・色を変えてみる。 

 ・図や表を使う。 

 ・イラストや４コマ漫画でまとめる。 

 ※オリジナルキャラクターをかいてもいいで

すね。 

後輩や友達、先生に見せるつもりでまとめる

といいですね。 

 

②学習の始めに、めあてを書きましょう。 

 

  ③まとめとふりかえりを自分の言葉で。 

  今日の学習で分かったことを、短い文でま

とめると、学習内容の振り返りができます。

書き写すだけでなく、自分の言葉でまとめる

と忘れにくくなります。 

 

 

自分だけのノートづくりのヒント 

③発展、探究的な学習 
四字熟語や同音異義語な
どを漢字辞典で調べるの
も楽しいです。 

地理では、地図を描く、グラフで
表す、資料を読んでまとめること
で、学習を深めることができま
す。 

図表を使うのも効果的です。 

身近にひそむ科学に興
味をもち、調べることか
ら始めてみましょう。 

用例を考えてみまし
ょう。 

歴史では、時代の流れや
特徴をつかむため、年表
づくりや時代ごとにまと
めることも有効です。 

・ノートにすき間なく。 

・唱えながら、定着するまでがんばる。 

感想を書きまし
ょう。 

新聞を読んで、興味がある
テーマ（政治、経済、社会、
文化など）で切り抜き、分
かったことや考えたことを
書くことで物事を深く見つ
める力や考える力がつきま
す。 

今日の家庭学習

で、わかったことや

次に調べたいこと、

思ったこと（感想）

を書きましょう。 


